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リ
ハ
ビ
リ
プ
ー
ル

　（
甲
山
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

現
　
状

　
登
録
者
数
は
33
人
（
１

日
の
使
用
者
数　
夏
季
６
〜

７
人
、
冬
季　
４
〜
５
人
）

問
題
点

① 

施
設
の
老
朽
化
、
維
持

修
繕
費
の
増
加

② 

修
理
の
必
要
性
（
漏
水

な
ど
）

③ 

経
費
の
増
加
（
毎
年

３
０
０
万
円
程
度　
監
視

人
の
委
託
費　
修
繕
費
）

利
用
者
の
声

　
ひ
ざ
や
腰
に
リ
ハ
ビ
リ

効
果
の
高
い
プ
ー
ル
が
、

近
辺
に
な
く
継
続
し
て
ほ

し
い
。

高
齢
者
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

　
居
室
97
部
屋
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
56
床
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
30
人
規
模
で
運

営
し
て
い
る
。

　
パ
チ
ン
コ
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
の
娯
楽
施
設
も
完
備

さ
れ
て
い
た
。

　

一
カ
月
の
利
用
料
は

12
万
円
で
、
介
護
機
能
も

有
し
た
快
適
な
老
後
の
生
活

が
で
き
る
施
設
で
あ
っ
た
。

元
気
な
お
年
寄
り

づ
く
り
の
重
点
施
策

　
世
羅
中
央
病
院
に
常
設

サ
ロ
ン
を
開
設
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
運
営
を

し
、
会
員
の
作
品
を
展
示

し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
中
央
病
院

の
総
合
案
内
を
し
て
い
る
。

　
体
力
づ
く
り
は
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
普

及
。
と
も
す
れ
ば
体
力
づ

く
り
が
優
先
さ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
家
庭
・
社
会
で

役
立
つ
こ
と
が
元
気
の
源

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
発
達
支
援

　
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は

福
山
市
が
設
立
、
８
自
治

体
で
運
営
。
早
期
発
見
早

期
治
療
を
目
的
に
し
て
い

る
。

　

３
カ
月
間
経
過
を
見

て
、
指
導
助
言
し
関
係
機

関
と
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
利
用
者
の
要
望
は
運
営

会
議
、
担
当
者
会
議
、
幹
事

会
で
協
議
し
て
い
る
。

移
動
支
援
の
充
実

　
移
動
支
援
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
他
市
町
の
３

事
業
所
と
契
約
を
結
ん
で

い
る
。
支
援
内
容
は
、
乗

降
車
の
支
援
と
重
度
の
場

合
は
車
中
の
介
護
も
あ

る
。

　
ヘ
ル
パ
ー
の
介
助
費
用

は
、
所
得
に
よ
り
算
定
す

る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
無

料
。
た
だ
し
、
交
通
手
段

は
有
償
。
介
護
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
居
宅
介
護
事
業

所
に
な
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。
１
社
が
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
。

教
育
現
場
に

 

お
け
る
地
域
間

交
流
の
現
状
と
計
画

　
学
校
に
お
け
る
地
域
間

交
流
は
、
小
・
中
学
校
が

ふ
る
さ
と
学
習
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　
小
学
校
統
合
時
に
は
、

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
出

発
し
た
が
、
統
合
し
て
よ

か
っ
た
と
言
え
る
事
業
を

ひ
と
つ
ず
つ
増
や
し
て
い

き
た
い
。

　
道
徳
教
育
に
お
け
る
郷

土
愛
、愛
国
心
の
育
成
は
、

心
情
を
素
直
に
育
ん
で
い

き
た
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

現　
地　
視　
察

リハビリプール視察

リプル高齢者マンション視察
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委員会は 今

　
27
年
３
月
に
世
羅
吉
舎

間
が
開
通
し
、
全
線
が
開

通
す
る
予
定
で
あ
る
。
全

線
開
通
に
よ
り
町
へ
の
交

通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
は
図

ら
れ
る
が
、
国
道
１
８
４

号
の
交
通
量
は
大
幅
に
減

少
し
入
込
客
へ
の
影
響
は

大
き
い
。
通
過
に
よ
り
消

費
が
減
る
心
配
も
あ
る
の

で
、
早
急
な
対
応
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

国・県・町
道
の
改
良

　
国
道
４
３
２
号
賀
茂
バ

イ
パ
ス
は
、
26
年
度
か
ら

全
線
１・
８
km
の
工
事
に

着
工
予
定
。
同
時
に
重
永

本
線
も
着
工
予
定
で
あ

る
。

　
県
道
府
中
世
羅
三
和
線

の
伊
尾
・
別
迫
間
の
早
期

改
良
工
事
の
要
望
は
継
続

し
て
行
う
。

　
町
道
改
良
は
、
10
か
所

を
予
定
し
て
い
る
。
国
の

補
助
で
改
良
す
る
路
線

は
、
安
田
徳
市
線
、
西
川

本
線
、
大
田
道
線
の
３
本

で
あ
る
。

農
業
振
興
と

経
営
所
得
安
定

対
策
は

　
24
年
度
の
鳥
獣
駆
除
見

込
み
は
イ
ノ
シ
シ
３
０
０

頭
、
シ
カ
95
頭
。

　
新
年
度
は
、
箱
わ
な
を

３
基
、
く
く
り
わ
な
20
基
購

入
予
定
。
集
落
ぐ
る
み
事
業

で
防
護
柵
を
37
㎞
予
定
。

　
企
業
誘
致
は
、
農
外
企

業
12
社
が
農
業
へ
参
入
し

て
お
り
更
に
参
入
の
要
望

が
あ
り
、
助
成
を
行
う
予

定
。

　
24
年
度
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
は
、
２
億
４
０
０
０
万

円
。
新
年
度
は
２
〜
３
％

の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
経
営
所
得
安
定
対
策
費

は
24
年
度
と
同
額
を
支
払

う
予
定
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
計
画
は

　

町
内
の
下
水
道
整
備

は
、
全
体
計
画
の
約
50
％

が
終
了
し
、
28
年
度
完
成

を
目
途
に
進
め
て
い
る
。

　

財
源
は
国
の
補
助
が

50
％
で
、
残
り
は
借
入
金

と
町
費
で
あ
る
。

　
幹
線
工
事
は
25
年
度
に

終
了
予
定
で
、
そ
の
後
は

面
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
整
備
は
下
流
か
ら
行

い
、甲
山
本
通
り
、東
神
崎
、

本
郷
地
区
の
順
に
行
う
。

　
当
町
の
下
水
道
加
入
率

は
、
大
崎
上
島
町
70
％
、

安
芸
太
田
町
72
％
の
加
入

率
と
比
べ
低
く
、
加
入
率

の
向
上
を
目
指
し
て
、
引

き
続
き
加
入
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

合
併
特
例
債

　
※
合
併
特
例
債
の
借
金
残

高
は
、
９
億
９
０
０
０
万
円

で
、
内
訳
は
ま
ち
づ
く
り
振

興
基
金
９
億
２
０
０
０
万

円
、
三
原
市
消
防
署
せ
ら

に
し
出
張
所
、
世
羅
甲
田
線

小
国
バ
イ
パ
ス
道
路
改
良
負

担
金
他
７
０
０
０
万
円
で
あ

る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設協

議
会

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
協
議
会

は
、
10
名
の
委
員
で
、
今

年
度
５
回
開
催
す
る
予
定
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

　
基
本
構
想
を
作
り
、
事

業
費
、
維
持
管
理
費
な
ど

を
積
算
し
提
案
す
る
。

　
ま
た
、
道
の
駅
な
ど
民

間
企
業
の
参
入
も
検
討
し

て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

建
設
常
任

建
設
常
任

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

尾
道
松
江
線
の
全
線
開
通
は

※ 合併特例債＝合併に伴い特別に借入した債務。

陳情審査の現地視察

町道井折本線の現地視察

新
年
度
防
災
計
画
と

安
全
安
心
対
策

　
防
災
計
画
の
重
点
事
項

は
、
災
害
時
の
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る「
減
災
」

に
努
め
る
。

　
防
災
計
画
は
、
町
民
に

周
知
徹
底
さ
れ
行
動
に
移

せ
る
か
が
目
的
で
あ
り
、

訓
練
・
連
携
・
避
難
を
町

民
が
す
ぐ
行
動
で
き
る
こ

と
が
重
要
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

能
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
も
重
要
で
あ
る
。

　
町
の
自
主
防
災
組
織
率

は
50
％
で
、
全
地
域
に
組

織
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
黒
川
、
大
見
、
津
久

志
、宇
津
戸
、中
央
、東
。


